
 

 

 

 

 

 

人の痛みがわかること 

校長 山内 清一 

１２月８日（日）、杉並区中学校対抗駅伝大会２０１９が開催されました。神明中

チームは、男子が１０位、女子が１７位という結果でした。サポートにまわった生徒

を含め全員が日頃の練習にひたむきに取り組み、男子も女子も一人一人が襷を繋ぐた

めに精一杯の走りを見せてくれました。 

当日は、都立和田堀公園陸上競技場（済美山運動場）やコースとなった沿道で、多

くの保護者・地域の皆様からご声援をいただきました。ありがとうございました。  

さて、１２月４日（水）～１０日（火）は「人権週間」でした。みんなで人権につ

いて考える一週間です。「世界人権宣言」が国連で採択された１２月１０日を「人権

デー」とし、その一週間前を人権週間と呼び、人権の大切さを訴える期間として設定

されました。 

本校では、校内に人権ポスターを掲示すると同時に、全校朝礼でも人権について話

をしました。改めて身の回りの人権について考える機会とし、「人の痛みがわかるこ

と」ということについて考えてもらいました。 

何年か前の新聞に、プロデューサーの秋元康さんが、ＡＫＢ４８を卒業した高橋み

なみさんへのメッセージを載せていました。 

「ダンスの振りが覚えられずに、毎回、居残りレッスンを受けていたメンバーがいま

した。グループの中では『落ちこぼれ』だったかもしれません。それでも、弱音を吐

くことなく、レッスンルームの鏡に向かって黙々と練習していました。『努力は必ず

報われる』と信じて・・・。ある時、彼女が後輩のメンバーにダンスの振りを教えて

いる場面に遭遇しました。『私もできなかったから、気持ちがわかるんです。』照れ

くさそうに、彼女は言い訳をしました。こうして彼女はごく自然にメンバーのリーダ

ーになっていきました。」 

皆さんの中にも、学校でうまくいかないと感じている人がいると思います。友達の

ことで悩んでいる人や勉強の結果が伸びないと悩んでいる人、部活動でうまくいかな

いと悩んでいる人もいると思います。しかし、後で振り返ってみれば、悩みは決して

無駄にはなりません。高橋みなみさんのように、真剣に悩み、その悩みをなくす努力

をしていれば人の悩みのわかる人になれるのです。 

長い２学期も終わり、もうすぐ冬休みを迎えます。２学期も様々な場面で生徒の成

長する姿を見ることができ、神明中生はすばらしいという思いを私に抱かせてくれま

した。人としてさらに成長するために、生徒の皆さんには、「人の痛みがわかる」人

になってもらいたいと思います。そして、思いやりにあふれる学校を創っていってく

れることを期待しています。 
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【１月の予定】 

８日（水） 始業式       ２６日（日）・２７日（月） 

１１日（土） 土曜授業（ICT 公開）     都立推薦入試 

生徒引き渡し訓練  ２８日（火）～３１日（金） 

２２日（水） 私立推薦入試          菅平スキー移動教室（２） 

２５日（土） ウィンターコンサート 


